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 清風荘は、徳大寺家の清風館という名の別荘であったが、西園寺公望の弟である住友春翠が明治40年

（1907）に徳大寺家より譲り受け、公望の京都での控邸とした。工事は住友の財によって行なわれ、清

風荘と名付けられた。公望の没後は住友家によって保管されていたが、京都帝国大学創設（明治30年

（1897））に、文部大臣として、また私人として支援された公望の遺徳を偲ぶために、昭和19年（1944）

に京都帝国大学（現 京都大学）に寄贈された。 

 建築は大工二代目八木甚兵衛が担当し、明治43年（1910）に着工、大正2年（1913）に竣工した。主

屋など12棟は、平成24年（2012）に国の重要文化財（建造物）に指定されている。 

 庭園は、七代目小川治兵衛（植治）が担当し、明治45年（1912）から大正2年（1913）に作られた。

建物の前面にやわらかく起伏する芝生と、緩やかに曲がる園路、滝や流れ、池などの豊かな水の表情と、

築山のアカマツの群植、築山の背後に望む東山の借景などは、植治の庭の特徴をよく表している。庭園

は、昭和26年（1951）に国の名勝に指定されている。 
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